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  江ノ島電鉄 小田急電鉄 京王電鉄 

明治３３年（1900)  江ノ島電気鉄道（株）誕     

  生。（現在とは別法人）     

明治３５年(1902)   藤沢～片瀬（現江ノ島）     

  開通。     

明治４３年(1910)  小町（後の鎌倉現廃止）     京王電気軌道（株）設立。 

  まで開業。藤沢～小町全通。     

  小町駅は郵便局、生涯学習     

  センター島森書店の前方の     

  若宮通り路上にあった。     

        

明治４４年(1911)  横浜電気（株）に買収さ     

  れ同社の江ノ島電気鉄道     

  部の運営となる。     

大正２年(1913)      笹塚～調布を開業。 

大正４年(1915)  小町駅が鎌倉駅と改称。    新宿追分（現廃止）～調布間開通。 

      新宿追分駅は新宿３丁目、現在の明 

      治通り上にあった。 

大正５年(1916)      ６月に調布～多摩川原（現京王多摩 

      川）、１０月に府中まで、延伸開業。 

      新宿追分～府中が全通した。 

大正１０年(1921)  東京電灯が横浜電気     

  （株）を買収し、鉄道運営を     

  引き継ぐ。東京電灯江ノ島     

  線となる。     

大正１２年(1923)    小田原急行鉄道（株）設立。取締役  新宿追分～府中間、全線複線化。 

    社長は利光鶴松氏。親会社は鬼怒川   

大正１４年(1925)   水力電気（株）。  ３月、京王の関連会社玉南（ぎょく 

      なん）電気鉄道（株）府中～東八王子 

      （現京王八王子）を開業。 

大正１５年(1926) 現法人である江ノ島電気    １２月１日京王電気軌道が玉南電気 

  鉄道（株）設立される。   鉄道を併合。 

昭和２年(1927)    ４月、一部単線で小田原線（新宿～  ６月玉南鉄道線（府中～東八王子） 

    小田原）を一挙に開通、１０月全線 の軌間１０６７ｍｍから、京王線に合わ 

    複線となる。 せ１３７２ｍｍへ拡げる工事終了。 

       新宿追分駅が明治通りから、新宿 

      ビルディング１Fに引越した。 

昭和３年(1928)  ７月、江ノ島電気鉄道が    ５月新宿追分～東八王子が直通運 

  東京電灯江ノ島線を買収。   転となる。 

昭和４年(1929)    （江ノ島線）大野信号所～片瀬江ノ   

    島間を全線複線で開通。現在は相模   



大野～片瀬江ノ島。 

    
 

  

昭和５年(1930)      ３月、新宿追分が四谷新宿と駅名改 

      称。 

昭和６年(1931)      （御陵線）北野～御陵前開通。但し 

      昭和２０年(1945)休止。昭和３９年 

      (1964)廃止。 

昭和８年(1933)    渋谷急行電鉄から改称した帝都電   

    鉄が８月、渋谷～井の頭公園開通。   

昭和９年(1934)    ８月井の頭公園～吉祥寺開通。   

    渋谷～吉祥寺全通。   

                            江ノ島電鉄・小田急電鉄・京王電鉄                                      ２ 
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昭和１２年(1937)   
 

 四谷新宿が京王新宿と駅名改称。 

    
 

  

昭和１３年(1938)  １０月、経営悪化で東京 
 

 ６月、御陵線のライバル路線である 

  横浜電鉄（現東京急行電 
 

武蔵中央電気鉄道を買収、八王子線 

  鉄）の傘下に入る。 
 

（横山車庫前～高尾橋）、後に高尾線と 

    
 

なる。 

昭和１４年(1939)   
 

 高尾線は６月に休止、１２月廃止とな 

    
 

る。 

昭和１５年(1940)    小田原急行電鉄が上記帝都電鉄を   

    合併。（渋谷～吉祥寺）は小田急帝都   

    線になる。   

昭和１６年(1941)    ３月親会社の鬼怒川水力電気（株）   

    
への合併に伴い、小田原急行鉄道は

解 
  

    解散。鬼怒川水力電気（株）は小田急   

    電鉄（株）と改称して新発足。   

     ９月、五島慶太氏取締役社長に   

    就任。   

    
 

  

昭和１７年(1942)    ６月１日、陸上交通事業調整法に則   

    り、京浜電気鉄道と共に東京横浜電   

    気鉄道に吸収合併され、東京急行電   

    鉄となる。（大東急時代）小田急電鉄   

昭和１９年(1944)   は解散。  ５月３１日、陸上交通事業調整法によ 

    
 

り、東京急行電鉄に統合され、いわゆ 

    
 

る大東急の一員となる。 

    
 

  

昭和２０年(1945)   
 

 ７月２４日、始発駅が新宿駅西口の 

    
 

小田急の隣となる。 

    
 

  

戦  後 江ノ島電鉄 小田急電鉄 京王電鉄 



昭和２２年(1947)  ３月、東急が持ち株の大   東京急行電鉄社長、五島慶太氏公職追放。同社の１２月の株主総会で、 

  部分を放出し東急グルー 戦前統合した京浜急行電鉄（株）、京王電気軌道（株）、小田急電鉄（株）を 

  プから脱退。 分離することが決定される。   

    
 

  

昭和２３年(1948)    ６月１日、大東急から分離独立し、  ６月１日、大東急から分離独立、社名 

    小田急電鉄（株）として再出発。その も「京王帝都電鉄」として再出発。 

    祭帝都線区間は京王帝都電鉄に その際（渋谷～吉祥寺）間が同社に 

    所属。その代償として箱根登山鉄道と 移管して、京王井の頭線となる。 

    神奈川中央交通を系列化。   

    
 

  

昭和２４年(1949)  ３月、鎌倉駅を若宮通り  特急列車の毎日運航を開始。   

  から国鉄鎌倉駅構内に移 
 

  

  す（現在の場所）。  
 

  

  ８月商号を江ノ島鎌倉観光 
 

  

  会社（株）に変更。 
 

  

昭和２５年(1950)     ８月、箱根登山鉄道の箱根湯本駅   

    に乗り入れ開始、   

    
 

  

昭和２８年(1953)  小田急電鉄の関連会社  江ノ島鎌倉観光会社（株）（現江ノ島   

  になる。 電鉄）を関連会社に加える。   
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昭和３０年(1955)    １０月、松田～新松田間連絡線開通  ４月、東府中～府中競馬場正門前間 

    により、国鉄御殿場線に直通準急「銀 開業（競馬場線）。 

    嶺」「芙蓉」の運行開始。   

昭和３８年(1963)   
 

 １２月、八王子駅を新宿よりに１２０ｍ 

    
 

移転し、京王八王子駅と改称。 

    
 

  

昭和３９年(1964)   
 

 ４月、多摩動物公園線（現動物園線） 

    
 

高幡不動～多摩動物公園間開通。 

    
 

  

昭和４２年(1967)   
 

 １０月、高尾線、北野～高尾山口間 

    
 

開通。 

昭和４４年(1969)    後に相互直通運転する地下鉄千代   

    田線の北千住～大手町間が１２月に   

    開業。以後順次部分開通を続ける。   

    
 

  

昭和４６年(1971)    千代田線は北千住～綾瀬間開通。  ４月、相模原線の調布～京王よみうり 

    国鉄我孫子駅と相互直通運転開始。 ランド間開通。 

    
 

  

昭和４９年(1974)    ６月、多摩線、新百合ヶ丘～小田急  １０月、相模原線の京王よみうりランド 

    永山間開業。 ～京王多摩センター間開業。 

    
 

  



昭和５０年(1975)    ４月、多摩線が小田急多摩センター   

    まで延伸。   

    
 

  

昭和５３年(1978)    ３月３１日、千代田線、綾瀬～代々  １０月、京王新線、笹塚～新線新宿間 

    木上原間全通。小田急本厚木まで相 開通。従来の京王線とは別の線路で 

    互直通運転開始。 複々線化。初台、幡ヶ谷は新線のみ 

    
 

停車。 

    
 

 １２月、都営地下鉄新宿線、岩本町～ 

    
 

東大島間開業。 

    
 

  

昭和５５年(1980)   
 

 ３月、都営新宿線、新宿～岩本町間 

    
 

開業。京王帝都電鉄（現京王電鉄）と 

    
 

京王新線経由で相互直通運転開始。 

    
 

京王の車両は岩本町止まり。 

    
 

  

昭和５７年(1982)    千代田線が常磐線への乗入れ区間   

    を取手まで延長。本厚木～取手間相   

    互直通運転。   

昭和６２年(1987)   
 

 都営新宿線への乗入れ区間が岩本 

    
 

町から大島まで延伸。 

    
 

  

昭和６３年(1988)   
 

 ３月、本社を京王三丁目から聖跡 

    
 

桜ヶ丘駅前に移転。 

    
 

 ５月相模原線、京王多摩センター～ 

      南大沢間開通。 

平成２年(1990)  １９８９年度の決算で  ３月、多摩線が唐木田まで延伸、  ３月相模原線の南大沢～橋本間 

  １９７５年以来の累積赤字 多摩線全通（新百合ヶ丘～唐木田）。 開通。相模原線全通（調布～橋本）。 

  を解消。 
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平成３年(1991)    ３月、小田急と JR東海が特急「朝霧  ９月、都営新宿線、本八幡駅仮設駅 

    」で相互直通運転を開始（新宿～沼津 から本駅として開業。新宿～本八幡間 

    ）。 全通。同時に京王車両の乗入れ区間 

    
 

が本八幡まで延長。 

    
 

  

平成９年(1997)   
 

 １０月、都営新宿線が高尾山口まで 

    
 

平日朝１本のみ直通運転開始。 

    
 

  

平成１０年(1998)   
 

 ７月、京王帝都電鉄（株）から、京王 

    
 

電鉄（株）に社名変更。 

平成１２年(2000)    １２月、千代田線との相互直通運転   

    で多摩線唐木田から綾瀬への急行   



    新設、当初１本のみ。   

平成１３年(2001)   
 

 ３月、都営新宿線から笹塚以西への 

    
 

普通列車を昼間は急行に変更。 

    
 

同時に土曜、休日にも拡大。 

平成１４年(2002)    ３月、千代田線との相互乗り入れ   

    列車の大半を、相模大野発着の準急   

    から、多摩線唐木田発着の多摩急行   

    に変更。   

    
 

  

平成１５年(2003)    ８月、箱根登山鉄道を完全子会社   

    化。   

平成１６年(2004)    ４月１日、営団の民営化で営団千代   

    田線が東京メトロ千代田線となる。   

    
 

  

平成２０年(2008)    ５月、全線指定特急の運転開始。  ＊現在、都営地下鉄新宿線との相互 

    
 

直通運転は主に笹塚～本八幡及び 

     ３月１７日、JR東海と新宿～沼津間 橋本～本八幡間で行なっている。 

    で運転されていた区間が新宿～御殿   

    場間に短縮した特急「あさぎり」が   

    就任。           

    以上 以上 

    
 

  

    
 

  

    
 

  

    
 

  

    
 

  

    
 

  

    
 

  

 


